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研究データ管理と図書館連携
~ GakuNin RDMの観点から ~
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NII Research Data Cloudとは何か



• 研究データ基盤NII RDC三基盤の概要
• 管理基盤GakuNin RDM概要
• 基本機能紹介
• ユースケース紹介
• JAIRO Cloud連携機能
• 図書館連携に向けた課題
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今日の話題



研究データ基盤NII RDCと
管理基盤GakuNin RDM
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研究データ基盤 NII Research Data Cloud

• 機関リポジトリ＋分野別リポジトリや
データリポジトリとも連携

• 研究者や機関、研究プロジェクトの情
報と関連付けた知識ベースを形成

• 研究者による発見プロセスをサポート
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検索・利用

• データ管理基盤における簡便な操作で
研究成果の公開が可能

• 図書館員やデータキュレータによる、
メタデータや公開レベル統計情報など
の管理機能の提供

• データ収集装置や解析用計算機とも
連携

• 研究遂行中の研究データなどを共同
研究者間やラボ内で共有・管理

• 組織が提供するストレージに接続し
た利用が可能
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研究データ管理基盤 GakuNin RDM

GakuNin RDM（GRDM）は、国立情報学研究所（NII）で運用している
研究データ基盤NII Research Cloudの一部で、研究中のクローズド
（非公開、制限共有）なデータを取り扱う事に特化したRDMサービス。
2021年4月からは24時間365日オペレーターを配置した運用体制で
全国の学術機関にRDMサービスを提供。

データ公開基盤

データ検索基盤

データ管理基盤

オープン・クローズド戦略のもとで
オープンサイエンスが実現できる基盤

研究データプロセスと
研究データ基盤

NII Research Cloud
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研究データ管理基盤 GakuNin RDM

(1)学認フェデレーションへの対応 (2) NII RDCや外部研究ツールとの連携

Public Cloud

Repository

Private Cloud

Research Tool

研究推進: GakuNin RDMは、研究者が自身の研究データを、データポリシーやデータ
マネジメント計画に沿って管理するためのWebサービスである。多様なクラウドスト
レージや研究用ソフトウェアを接続・利用することが可能。

(4) 機関のシステム管理者向けの機能

研究公正: GakuNin RDMは、大学や研究機関がガバナンスのために所属する研究者
の研究データを管理するためのサービスでもある。研究機関はストレージをカスタマ
イズすることができる。

(3) 研究データの証跡保存
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研究データ管理プロジェクト画面

マルチクラウドファイルマネージャー（構成例）

Google Drive

Nextcloud

NII Storage

One Drive

プレビュー機能

バージョン管理

ディスカッション機能

プロジェクト用Wiki

研究プロジェクトでのデータ共有・管理
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GakuNin RDMの利用機関数の増加

(2023年10月現在)

『GakuNin RDM 利用機関数』
https://support.rdm.nii.ac.jp/about/#a2

国立情報学研究所, 名古屋大学, 京都大学, 金沢大学, 東京大学, 北海道大学, 九州大学, 富山大学, 広島大学, 
北見工業大学, 千葉大学, 大阪大学, 東北大学, 群馬大学, 小樽商科大学, 神戸大学, 帯広畜産大学, CCC-TIES, 
慶應義塾大学, 信州大学, 成城大学, 北陸先端科学技術大学院大学, 静岡理工科大学, 熊本大学, 理化学研究所, 
三重大学, 浜松医科大学, 滋賀医科大学, お茶の水女子大学, 福岡工業大学, 筑波大学, 東京工業大学, 山口大学, 
沖縄科学技術大学院大学, 大阪電気通信大学, 電気通信大学, 愛媛大学, 国立保健医療科学院, 東京医科歯科大学, 
大阪公立大学, 創価大学, 宮城県立がんセンター, 琉球大学, 徳島大学, 立命館大学, 島根大学, 国際医療福祉大学, 
熊本県立大学, 東邦大学, 核融合科学研究所, 沖縄大学, 滋賀大学, 佐賀大学, 岩手大学, 大阪医科薬科大学, 
東京学芸大学, 福島大学, 立命館アジア太平洋大学, 昭和大学, 奈良先端科学技術大学院大学, 大阪教育大学, 
同志社大学, 奈良工業高等専門学校, 佛教大学, 熊本学園大学, 国立国語研究所, 国立極地研究所,愛知東邦大学, 
駿河台大学, 弘前大学, 上越教育大学, 香川大学, 東北工業大学, 九州工業大学, 国文学研究資料館, 
東京都医学総合研究所, 産業技術総合研究所,国立循環器病研究センター, 奈良女子大学

79機関
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GakuNin RDMのユースケース
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ムーンショット目標2未病DBへの環境提供 mdxと管理基盤・解析機能の連携

理研SPring-8新設データセンターと
管理基盤のストレージ連携

東京大学定量生命科学研究所の
研究公正管理システムとの連携

連携

様々な疾患の未病データおよび
研究ニーズをもとにモデル・アルゴリズムの研究開発藤原G

（理論・分野最適化）

⼭地G
（研究データ基盤開発）

様々な疾患の未病データおよび
藤原Gの成果をもとに基盤の研究開発

様々な疾患の未病データ
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画像データ、
動画等

時系列データ
等

疾患データ
数理モデル
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未病データ
収集・管理・共有機能

未病データベース
編集・公開機能

解析プログラム
再利⽤性向上機能

MS⽬標2の5つのプロジェクト

情報共有・連携開発
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精神疾患データ

メタボデータ
計算モジュール

※構築分担イメージ

⼤規模未病データベースシステム
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公開基盤JAIRO Cloud
連携機能 (コンセプト)
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研究データ基盤 NII Research Data Cloud
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事前準備：
JAIRO Cloudでのアプリケーションの作成

WEKO3の Application 画面を開き、OAuth2アプリケーションを作成。
同一のWEKO3とGRDMを接続することを可能にするため、Redirect URIにClient
IDの文字列を含む仕様としている。一度アプリケーションを登録してClient IDを確定
させてから、RedirectURI を変更。

Redirect URIs: (GRDM Web Pod 
URL)/oauth/callback/weko/weko.sample
.ac.jp.(Client ID先頭4文字)/

Client type: Confidential
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GakuNin RDM機関管理者画面での
JAIRO Cloudアプリケーション情報の登録

WEKO3に作成したOAuth2アプリケーションを
GRDMの機関管理者のアドオン利用制御画面から登録。

WEKO3 Display Name: (好きな名前)

WEKO3 URL: https://(WEKO3のURL)

WEKO3 OAuth Client ID: (Client ID)

WEKO3 OAuth Client Secret: (Client Secret)
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GakuNin RDMエンドユーザ画面での
プロジェクトダッシュボード

WEKO3アドオンはストレージアドオンであるため、プロジェクトダッシュボードのファイル一覧
内で確認することが可能。GRDM経由でWEKO3アドオンに対して行った変更操作は
最近の活動に記録。
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• 下記の様なGakuNin RDMの公開基盤連携機能の仕様で問題ないか？

• 管理基盤GakuNin RDMからの連携は、ソフトウェア品質を担保する
ために、公開基盤JAIRO Cloudのみを開発対象とする。
＊その他リポジトリについては、大学側で機能開発した場合に限り、
コードレビューを厳密に行った上で取り込みは可能である。

• GakuNin RDMで機関リポジトリ接続表示するには、機関管理者（大
学情報基盤センター）に設定依頼の必要有り。
＊UI上は、GakuNin RDMのストレージ連携機能やメタデータ登録機
能と同様に見えて、研究者の学習コストを下げる。

• 現状の開発版では、研究者の負担軽減を目的にセルフアーカイブを前
提とした業務ワークフローを想定する。

• GakuNin RDMから、JAIRO Cloudへの登録はデータ実態とメタデー
タを送出する。

• 送出するメタデータについては、JPCOARスキーマに準拠させており、
JAIRO Cloudのデフォルトアイテムタイプと整合性を取る。

• 「公的資金によるメタデータ管理・利活用のメタデータ」のコンテキ
ストにおいて、公開基盤連携機能は共通メタデータ項目も、 
JPCOARスキーマ等と整合性を取り、機関リポジトリへメタデータを
送出する。
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GakuNin RDMの図書館連携に向けた課題



• NIIの研究データ基盤NII RDCの概要と管理基盤
GakuNin RDMが、どの様なサービスか概要を紹介した。

• GakuNin RDMと公開基盤の連携機能のコンセプトにつ

いて紹介、また、開発版の現行仕様を説明し、図書館連
携における課題がないかを、パネリストおよびオーディエンス
に問いかけた。

• GakuNin RDMは、原則、研究者向けのサービスである

ため、特段のご意見が出ない限りは、研究推進のための
機能開発を優先的にする必要がある、事情がある。

• オープンサイエンスや研究データ管理を促進するためのご提
案があれば、図書館からも、ぜひ、活発なご意見やご提言
いただければ幸いである。特に現場実態の業務フローに
沿った理想の運用などがあれば、ご教示いただきたい。

まとめ
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GakuNin RDMサポートポータル

https://support.rdm.nii.ac.jp/
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rcos-ext@nii.ac.jp
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